
：面材

１

１２

２

３

A

B
１

３

C
２

D

３１
３１ ２

ｱ１

ｲ
２

ｱ

ｲ２

１
２

２２

１

３
２

３

４

１A

B

４

２
C

２

ｱ

ｲ

３ ｳ

１

２

３１
ｳ ４ｱｱ

4 1

４ ｳ３

４ ２２３
ｳ

４ ｲ

ｲ

2４ ４ 4

２ 3

ｱ

ｲ

ｳ

ｱ

１

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ50以上）1本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

7.3　JISA3301仕様高耐力水平構面

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（４）

７．水平構面

８．貫通孔
8.2　耐力壁貫通孔

(1)小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)
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大貫通孔を設ける

ことができる範囲
e

垂直補強受け材H H
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間柱 水平補強受け材

d≦
24
0㎜

以
下

（2）高耐力仕様合板貼耐力壁（JISA3301標準仕様） b
※壁倍率7倍を超える場合の孔開けルール（JISA3301仕様） H

/3

柱柱
a)貫通孔基準 50

中桟a 小貫通孔(d≦30㎜)

50梁の側面に小貫通孔を 1区画につき1か所までなら補強不要 50 50設けることのできる範囲 cb 小貫通孔×3(外接円の径d≦240㎜)

四周を補強受材で補強 d
面材1枚につき1か所のみ可

間柱
垂直補強受け材c 大貫通孔(d≦240㎜)

水平補強受け材四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可 e
梁の上下面に小貫通孔を b)釘打ち及び断面

d≦
240㎜

以
下

設けることのできる範囲 d 合板から補強受材へN50@90㎜で釘打ち
（大貫通孔は不可） 5

0

補強受材は間柱と同寸以上の断面
横架材

e 補強受け材の留め付けは斜めビス2本止め

※壁倍率7倍までの孔開けルール

撓み等に注意する事
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認定番号（　　　　　　　　）

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼

甲乙梁:幅45㎜以上×せい45㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔1000㎜以下

2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ　N75　1本斜め打ち

1)各部材料および寸法 1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼 面材：構造用合板t=9㎜～15㎜(横置）

登梁：幅105㎜以上×せい105㎜以上　間隔1000㎜以下 垂木：幅45㎜以上×せい45㎜～90㎜＠500㎜以下

甲乙梁：幅45㎜以上×せい45㎜以上　間隔1000㎜以下 小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上

小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上 (端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 斜め打ち
(端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 転び止め：45㎜×60㎜程度

＠(垂木ピッチ）

a2)各部仕口形状及び性能 2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋ピッチ:1000㎜以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する

e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a:面材上下端まで10㎜

の上面に対してN75釘2本打ち

面材厚:t

面材短辺寸法:L

剛性・耐力に影響しない面材耐力壁の小開口の設け方
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（１）2階床水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力
B14.1kN/m(注)  (単位)mm

7.1共通事項

・各部仕口形状は、（３）高耐力仕様屋根・床水平構面を除き、木造軸組接合部標準図（2）5.軸組標準接合部に準ずる。

・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計（2008年）の詳細計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された水平構面については試験成績書の仕様に準拠することとする。

7.2水平構面の仕様

（１）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた床構面

C

ｱ D

ｱ
ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力

A13.5kN/m（合板釘ピッチ75㎜）
19.1kN/m（合板釘ピッチ50㎜）

B

認定仕様例示）日合連（JPMA）仕様耐力壁-床勝納まり 筋違金物による床勝ち納まり告示耐力壁-床納まり AA

大壁合板耐力壁-床構面 真壁合板耐力壁-床構面 筋違耐力壁-床構面 大壁合板耐力壁-床勝 真壁合板耐力壁-床勝 筋違耐力壁-床構面
（筋違勝） 認定番号：FRM-0298 （床勝:大臣認定仕様）認定番号：FRM-0296（壁勝） （壁勝）

ｱ会社名　（　　　　　　　　）

Cｲ ｱ

ｳ

ｲ

8.1　梁貫通孔の条件及び仕様（２）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた屋根構面
ひねり金物

（a）登梁-厚合板 （b）垂木-合板
短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m(勾配面に対して） 1.96kN/m(勾配面に対して)

転び止め

（a）日の字釘打ち
短期許容せん断耐力

7.84kN/m ※ 合板は、横架材に対し
直交方向に長辺を配置

（b）川の字釘打ち
短期許容せん断耐力

3.53kN/m

ｲ

実付き※ 

南相馬市地域子育て支援拠点施設

ＳＣＡＬＥ．

ＴＩＴＬＥ．

ＰＲＯＪＥＣＴ．

ＤＡＴＥ．

ＮＯ．

ＳＩＧＮ．

UDS株式会社
小田島

一級建築士事務所

登録番号　東京都知事　第55547号 

一級建築士　第281824号　中原　典人

木造軸組接合部標準図（４）

2025.03.31

S-07

構造用合板はN75＠150㎜川の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜又は28㎜横架材に直張り

甲乙梁:90㎜×90㎜の正角材又は幅75㎜×成120㎜製材を平使い

大梁側面に取り付ける床受材:幅55㎜～75㎜×成120㎜の製材

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ15㎜×成60㎜

切り欠き甲乙梁は成60㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠75㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ6,L130～150

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠150㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

立面図

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜登梁及び母屋に直張り

母屋:幅120㎜×成120㎜の製材

　　 多雪区域(3級及び4級)の場合は幅120㎜×成150㎜の製材

軒先転び止め:幅105㎜×成300㎜の製材を用い,天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板:t=12㎜

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

3)各部への釘打及びビス止め

13.5kN/m仕様:構造用合板はN75＠75㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

19.1kN/m仕様:構造用合板はN75＠50㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ5,L150（頭部径φ12.5以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は，N50くぎを50 mmピッチの

大貫通孔:d≦H/4かつ150㎜

小貫通孔:d≦30㎜(隣り合う孔は3d以上離す)
部：小開口を設けることが縦小貫通孔:d≦b/6かつ30㎜

できる範囲接合金物用切り欠きライン

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

　　　　　N75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN50＠150㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に2-N75斜め釘止め
b:面材左右端まで10㎜垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3)各部への釘打及びビス止め
c:軸材端まで（最小値）12.5㎜

構造用合板はN75＠150㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

穴径がL/2(50cm程度）

までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

水平方向の受材等は

両端を軸組の柱に対して

斜めビス止め等で緊結する

穴径が12t以下かつ

L/6以下ならば補強不要

部：小開口を設けることができる

範囲．軸組材から100mm程度

以上離した位置とする

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

※ 構造用合板は、実付きとする.

川の字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、

■
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※ 登り梁に差す側束上部のホゾの見付け幅(図中ｂ)は、側束
　 の見付け幅(図中ａ)の中で得られる最大寸法とすること.
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30

・トラスのスパンが12ｍを超える場合、陸梁の継手位置に振れ止め材を入れること。

  によって厚24mm以上の構造用合板張り、四周釘打ちとする。

 ただし、屋根水平構面の母屋の仕口の位置と干渉しないように注意。)

・登り梁は合掌尻から割付け、継手を設ける位置は側束より真束側とする。

（側束側面より、真束側に50～250の範囲に腰掛鎌継ぎの胴付面を設けること。

・登り梁の横座屈を防止するため、登り梁に対して母屋を15mm程度の大入れによって

・陸梁と側束、又は合掌尻側の束との取合いは、トラスのスパンが12ｍ以内の場合は

　陸梁勝ち、12ｍを超える場合は側束、又は合掌尻側の束勝ちとする。

  900～1,000mm 間隔で落とし込み、計算で求めた水平構面の仕様(釘径,長さ,ピッチ）

Ｂ

※※

φ6,L110

木質構造用ビス

※

12
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・θ1,θ2は共に3.0～4.5寸勾配(16.7°～24.2°)程度、θ3は3.0寸以上の勾配とする。
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40
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15
登り梁

4×φ6,L110
木質構造用ビス

120
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30 30 30 30

　・腰掛け鎌継ぎ

鎌幅=54～59

※※ 斜材のせいが120を超える場合は、

　　 斜材の上端を登り梁側にオフセットすること.

側
束

角座金t9,70×70

角座金t9,70×70

※※ Lsは、以下のとおりとする.

　 ～4.5寸勾配のとき、350

上記より短い寸法も可.

但し、計算により確認すれば

3.0～4.0寸勾配のとき、400

・トラスの形状は、スパン中央線に対し左右対称形とする。

　斜材を配置しないものとする。但し、スパン中央部のグリッドの幅は、適宜、

　下弦材の斜材定着部どうしが干渉しない程度に縮めることは可とする。

　また、グリッドの数は 7,9,11,13 のいづれかとする。

・束材は、均等にグリッドを割付けた位置とし、スパン中央線を含むグリッドには

束 矢示 

束

上弦材

　受材として構造用合板張り鉛直構面を設け、小屋組耐力壁とする。

・桁行方向の鉛直構面は、トラス最外端部の束の両脇に添え材を設けた上でこれを

  によって厚24mm以上の構造用合板張り、四周釘打ちとする。

　下弦材の継手は、スパン中央部に長尺の材を左右対称に配置して決まる位置とする。

・上下弦材の断面寸法は120×240以上とする。特に、下弦材には長尺の集成材を用い、

　可能な限り長い材を用いる。

・Ｈ≧Ｌ/11, θ1＝45°を基本とし、グリッドの縦横の比率は 4:3～3:4の範囲とする。

・下弦材の継手の近傍の束の位置には、振れ止め材を設ける。

斜材；

丸鋼 両ねじボルト

(転造ねじ加工)

※内側に配置可

側桁上面での両引きボルト
による緊結も可

側桁

丸鋼;φ16,L120×2本

斜材；

丸鋼 両ねじボルト

(転造ねじ加工)

つなぎ材

・上弦材の継手は、中央グリッド内に設け、合板受材の仕口と重なる位置を避ける。

・上弦材の横座屈を防止するため、上弦材に対して合板受材を蟻掛け等によって

  910～1,000mm 間隔で落とし込み、計算で求めた水平構面の仕様(釘径,長さ,ピッチ）

ビス打ち
ビス打ち

下弦材

30

120
6060

30 30

4×φ6,L110

木質構造用ビス

30

15

4
0
40

1
13
.5

1
2
0

～
5
9

54 4
1
～
46
　
　

木質構造用ビス

4×φ6,L110

　・腰掛け鎌継ぎ

合
板
受

材
合

板
受

材

合
板

受
材

合
板
受

材

※互いに干渉しない位置とする.

15

6060
30 30 3030

※互いに干渉しない位置とする.

材質;SS400

※内側に配置可

※ゆるみ止めにダブルナット等とする.

下弦材

斜
材

斜
材

束束

振れ止め材

Φ6-L90
～110

位置とすること.

　座金と干渉しない

※つなぎ材端部は,

引張金物

上弦材

上弦材

上弦材

上弦材

Φ6-L90

ビス斜め打ち

～110×2本

丸鋼;φ16,L120×2本

1mm程度の面取）
（※丸鋼の端部は

材質;SS400,ダブルナット(※)

角座金

材質SS400,ダブルナット

80×80以上

角座金

材質;SS400

角座金t12×45×45 材質;SS400,ダブルナット

（※丸鋼の端部は1mm程度の面取）

角座金t12×45×45,

・斜材の径      ；　□ 16mm　 　□ 20mm 　  □ 左記以外(      mm )

・斜材の鋼材種別；　□ SNR400B　□ SNR490B　□ 左記以外(         )

t12以上,

合板受材 合板受材

30

30

30

30

30

（又は桁差しや

梁受け金物も可）

▼ ▼

▼

▼

▼ ▼

▼

Ｆ．

Ｃ．

▼;継手位置を示す.

Ｇ．

θ1

Ｂ．

Ａ．

θ2

Ｆ．

Ｃ．
Ｅ．

▼;継手位置を示す.

Ｄ．

Ｌ

Ｂ．

Ａ．

θ1

Ｅ．

θ1

Ａ．

Ｂ．

Ｃ．

Ｈ

Ｄ．

Ｄ． Ｆ． Ｄ． Ｆ．

θ2θ2

θ2 θ3

Ｃ'．

Ｅ．

G 斜材端部定着部 部分詳細

※上下弦材共通

９．小屋組標準トラス

C 斜材・側束上部
JIS A 3301-2015 木造校舎の構造設計標準 に準じた仕様の小屋組トラス

C,D 斜材上下定着部

（１）共通事項及びキーフレーム

-Ｂ.平行弦トラス

F 下弦材継手

-Ａ.キングポストトラス および 片流れトラス

（１）共通事項及びキーフレーム

（２）継手仕口

A 真束上部

B 真束下部

F 側束下部E 登り梁継手

D 合掌尻

A 上弦材両端部

（２）継手仕口

B 下弦材両端部

E 上弦材継手

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（５）

≧
3
0

※ 外部に露出

重なり高；

※※

9
0

85～88

9
0

4
0
50

木質構造用ビス,
φ6,L110を2本打ち

厚30

陸梁 陸梁

長ホゾ

（桁梁上に配置)

転び止め

桁梁

陸梁成の1/3以下とする.

30(標準)～

渡り顎

桁梁

両ねじボルト；M16

ホゾパイプ＋ドリフトピン

（又はダボ＋羽子板ボルト) 両ねじボルト；M16

※
ｈ／sinθ1

※ 桁梁の位置は、この範囲内とすること.

60

（見下げ)

2
0

2
0 陸梁

桁
梁

桁
梁

矢示 

_③,④,ウ 参照

転び止め

※ 7.3(2)

陸梁

Ls 60

θ1

登り梁

ｈ

※
ｈ／sinθ1

（又はダボ＋羽子板ボルト)

ホゾパイプ＋ドリフトピン

（桁梁上に配置)

転び止め

※ 桁梁の位置は、この範囲内とすること.

させないこと.

側
束

≒
3
4

≒84

≒
5
7

1
6

1
6

≒
5
7

≒23

≒84

≒
5
7

1
2
0

84程度

5
7
程
度

5
7
程
度

84程度

5
7
程
度

57～59

長ホゾ

寄せ短ホゾ

57～59

≧35

70程度

h
1

h
2

h2≧90 h2≧90

h
1

h
2

h1≧90 h1≧90

4
5
～
6
0

16

16≒
3
4

≒23 45

120

≒57

1616

（
幅
8
5
～
8
8
）

南相馬市地域子育て支援拠点施設

ＳＣＡＬＥ．

ＴＩＴＬＥ．

ＰＲＯＪＥＣＴ．

ＤＡＴＥ．

ＮＯ．

ＳＩＧＮ．

UDS株式会社
小田島

一級建築士事務所

登録番号　東京都知事　第55547号 

一級建築士　第281824号　中原　典人

木造軸組接合部標準図（５）

2025.03.31

S-08



(mm)

４Ｐ程度

耐
風
梁
上
束

200 200

200 200120

M12ボルト＋座金

ａ 登り梁

120～150

ホゾパイプ

アンカーボルト2-M16

Ｈ
≦
 8
,0
00

≧120

木質構造用ビス 

2-Φ6,L200＠900～1000内外
耐風梁上束

※
外
部
側

大
開
口
脇
耐
風
柱

・耐風梁は平角材を平使いで用い、風圧力による面外方向の曲げ応力に対して安全で

　あるものとし、構造計算によって求めた断面寸法、樹種、強度等級とする。

・垂壁支持梁および耐風梁は、両大開口脇耐風柱の間に１本の通し材を用いなければ

　ならない。途中に継手を設けることは、絶対に行ってはならない。

耐風柱

梁受け金物

※ 平使い

金物工法専用
柱脚金物

≧50

60 60

登り梁

耐風梁

登り梁

※ 基礎立上り幅

耐風柱せい＋100程度

≧75

アンカーボルト

金物工法専用

；HSBC-40kN 他

ホゾパイプ

ホゾパイプ

M12ボルト＋座金

耐
風
梁
上
束

≧75

200 程度

ホゾパイプ ホゾパイプ

母屋

※ 登り梁を欠込んだ上で、落込み.

≧120

≧120

垂壁支持梁

ｂ

矢示ｂ.

矢示ｃ.

ｄ

△ 基礎天端

2×2-M16

アンカーボルト,

柱脚金物

土台

大
開
口
脇
耐
風
柱

大
開
口
脇
耐
風
柱

大
開
口
脇
耐
風
柱

　範囲は、１Ｐごとに通し柱とする。

木質構造用ビス 

2-Φ6,L200＠900～1000内外

耐風梁

垂壁支持梁

※ 平使い

梁受け金物

梁受け金物（現場にて、後付け)

≧
1
20

耐風梁

垂壁支持梁

大
開
口
脇
耐
風
柱

大
開
口
脇
耐
風
柱

・妻構面に設ける大開口(幅２Ｐ超)の長さは、8m以下を標準とする。

・妻構面に設けた小開口(幅２Ｐ以内）の両脇の柱は、登り梁下端まで通し柱とする。

・妻構面の柱は２Ｐごとに、基礎から登り梁までの通し柱とする。但し、棟を挟んで４Ｐ程度の

・妻構面に設けた大開口の両脇には大開口脇耐風柱を、上部には耐風梁を設ける。

　また、垂壁支持梁を耐風梁の上部に設け、耐風梁と構造用ビスにて緊結する。

・大開口脇耐風柱は平角柱として、風圧力による面外方向の曲げ応力に対して、安全で

　あるものとし、構造計算によって求めた断面寸法、樹種、強度等級とする。

但し、計算上、垂れ壁支持梁の断面性能のみでも長期鉛直荷重と風荷重の両方を負担

できる場合は、耐風梁を設けなくてもよい。

・母屋は登り梁を欠き込み、勝たせたうえで、けらば側に片持ち梁としてはね出すこと

　が出来る。

Ｈ
w 
≦
 
6,
00
0

２Ｐ ２Ｐ ２Ｐ２Ｐ

ａ

6
0

≧120 ≧120

登り梁

登り梁

≧120≧120

ホゾパイプ

ホゾパイプ

アンカーボルトM12

アンカーボルト2-M16

11
0

50

木質構造用ビス,
2×φ6

矢示ａ.

矢示ａ.

M12ボルト＋座金

≧柱せい＋30程度

土台;120×120

ｃ

　確認する。

         ≦5,000(mm) ;         ≧120(mm)

         ≦6,000(mm) ;         ≧150(mm)

         ≦7,000(mm) ;         ≧180(mm)

柱長さ_Lc≦8,000(mm) ;柱せい_Dc≧210(mm)

・妻構面の耐風柱の最高高さは、基礎立上り天端から、8m以下を標準とする。

・妻構面の柱幅は120以上,柱成は以下の寸法以上とし、構造計算により安全であることを

登り梁

母屋

矢示ｄ.

木質構造用ビス Φ6,L200

※

※水平構面用構造用合板の上で、
転ばしの垂木をそのままはね出しても可。

※登り梁を母屋分欠きこんで、

落し込み

シャッターや引き戸等の設置に際しては、それらによる常時鉛直荷重を

直接取付くおさまりとすること。

注意；

耐風梁に負担させないものとし、垂れ壁支持梁または大開口脇耐風柱に

≧
240

≧
240

≧180

1
2
0

≧柱せい＋30程度

アンカーボルトM12

ホゾ差し ホゾパイプ

Dc

※ ホゾの種類；　□ 短ホゾ　□ 長ホゾ　

　　　 　　　　　□ 左記以外(         )

木質構造用ビス,
2×φ6

1
2
0

200200

≧150

12
0

200200

金物工法専用柱脚金物

；HSBC-40kN 他

≦ 8,000

Ｈ
≦
 
8,
0
00

Ｈ
w
 ≦

 6
,0
00

但し, 面材耐力壁のとき, Ｐ ≧ Ｈw／5.0 (m)

　筋交耐力壁のとき, Ｐ ≧ Ｈw／3.5 (m)

　 Ｈw ≦ 6.0 (m)

(mm) (mm)

Ａ．

Ｂ．

（小開口）

登り梁 登り梁

桁梁

通
し

柱

通
し

柱

通
し

柱

通
し

柱

Ｃ．

Ｄ．

Ｆ．

Ｇ.

大
開

口
脇

耐
風

柱

大
開

口
脇

耐
風

柱

（大開口）

耐風梁

垂壁支持梁

・柱せい;120～150のとき

・柱せい;≧180のとき

Ａ. 登り梁－柱頭_接合部

・一般部

（２）継手仕口

Ｆ. 登り梁－耐風梁上束_接合部

平屋建物の妻構面の標準架構（耐風仕様)

（１）共通事項及びキーフレーム

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（６）

１０．妻構面

Ｇ. 耐風梁－耐風梁上束_接合部

および、耐風梁-垂壁支持梁_接合

・大開口周辺部

Ｃ. 登り梁－大開口脇耐風柱・柱頭_接合部

Ｄ. 耐風梁－大開口脇耐風柱_接合部

　用いる構造用合板の１枚分の短辺幅を標準とする。

※１Ｐは柱-柱間の１モデュール寸法を示し,面材耐力壁に

・無開口または小開口(開口幅≦２Ｐ)有の場合

Ｈ. けらばの納まり例

・土台勝ち；ホゾ差しの場合 ・土台勝ち；ホゾパイプの場合

・柱勝ちの場合

Ｂ. 土台－柱脚_接合部

※土台の幅は、柱幅以上とすること。

※アンカーボルトを柱の両脇200mmの位置に設けること。

※柱間隔が１Ｐを超える場合、面外風圧力による負担せん断力を計算の上、決定すること。

・大開口（開口幅＞２Ｐ）有の場合

南相馬市地域子育て支援拠点施設
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